
 



WESAUDIO 
3/25/24 

NG78 USER MANUAL REV1 

2 

 

 

www.WesAudio.com 
 

 

 

 

 

 

 

ng78 

User 

Manual JP 

 

 

 

 

Copyright 2025 by WesAudio 

http://www.wesaudio.com/


WESAUDIO 
3/25/24 

NG78 USER MANUAL REV1 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Thank You for the purchase of ng78 
Next Generation stereo FET compressor with digital recall. 

With kind regards Radoslaw Wesolowski and Michal Weglicki 
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Next Generation FET Compressor with digital recall    

 

FETコンプレッサーは、プロスタジオにおいて数多くの音色とダイナミックコントロールを長年にわたって創り上げ

てきました。ng78は、デジタルリコールとDAW統合によって強化されたデュアルチャンネルの完全アナログFET設計

により、この伝統を受け継いでいます。各チャンネルは最大20msまでの拡張されたアタックタイムを提供し、 

FETコンプレッションの高速な反応と特徴的なパンチ感を維持しながら、トランジェントを精密に制御します。 

新たに導入された2:1のレシオ設定により、繊細で音楽的なコンプレッションを実現。 

ミックスバス、トラック録音、マスタリングのいずれの用途にも最適です。 

ng78はクラシックなアナログトーンと現代的なワークフローの完璧な融合を体現し、ビンテージFETコンプレッサー

の疑うことの無いサウンドを、現代のデジタル制御がもたらす柔軟性と精度と共に提供します。 
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1. 主な機能 
• 100%アナログ・ステレオFETコンプレッサー：クラシックなFETトポロジーに基づくデュアルチ

ャンネル設計で、パンチのある高速コンプレッションとトゥルーステレオ動作を実現。 

• デジタルリコールとDAW統合：USBまたはイーサネット接続と専用プラグインによる全パラメー

タ制御、オートメーション、即時のリコールを実現。 

• 選択可能なレシオ：5段階のレシオ設定（2:1、4:1、8:1、12:1、20:1）を搭載。クラシックでア

グレッシブなFETの特性を再現する全押しも可能。 

• 拡張されたアタック/リリース範囲：アタックは20µs～20ms、リリースは50ms～1100msの範囲

でトランジェントを精密にシェイプ。 

• パラレルコンプレッション（MIXコントロール）：ドライ信号とコンプレッション信号のブレンド

比率を調整可能。柔軟で現代的なコンプレッション・ワークフローを実現。 

• サイドチェインフィルターセクション：入力信号へのディテクターの反応を調整する複数のハイパ

ス/ハイシェルフフィルターオプション。 

• ディテクターリンク機能：デュアルモノまたはダイナミックリンクテクノロジーによるトゥルース

テレオリンクで動作。正確なステレオイメージとバランスの取れたコンプレッションを保証。 

• サチュレーションモード（SAT MODE）：コンプレッションを行わずに倍音成分を加える専用モ

ード。ソースにアナログによる色付けだけを加えることが可能。 

• THDコントロール：コンプレッションモードやサチュレーションモードに依らずにTHDを制御し

て、倍音を加えるレベルをオフ／ロー／ミッド／ハイから選択できるコントロール。 

• Carnhillトランス使用の出力段：温かみ、深み、アナログらしい音色特性を付加。 

• プリセットA/Bメモリー：2つの異なるコンプレッサー設定を瞬時に比較可能な内蔵メモリー。 

• トゥルーバイパス：バイパス時にクリーンなシグナルパスを実現するハードリレーバイパス。 

• 包括的なメーター表示：入力、出力、ゲインリダクション用の独立したメーター。 

• 高いヘッドルーム（+24 dBu）：プロフェッショナルレベルの性能と高レベルなスタジオ機器と

の互換性を保証。 



WESAUDIO 
3/25/24 

NG78 USER MANUAL REV1 

8 

 

 

2. ハードウェア 

この章では、ng78のすべてのアナログ機能とハードウェアの側面について説明します。 

2.1. Specification 

 

Attack Time 20µs – 20ms 

Release Time 50ms – 1100ms 

Compression Ratio 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1 (同時押し可能) 

SC High Pass Filter 60Hz,90Hz,150Hz 

SC High Shelf Filter 2kHz, 5kHz, 10kHz 

Output Impedance 50 Ω 

Frequency Response 20Hz-20kHz (+/- 1dB) 

Signal to Noise Ratio SNR SNR > 83dB 

Max Signal Level +24dBu 

THD+N MIN 0.2% 

Noise Floor -95dBu 

Power Consumption 14W 

Unit Dimensions 88x483x235mm 

Box Dimensions 580x420x320mm 

Unit Weight 7 kgs 

Box Weight 8 kgs 

Balanced Output and Input  

Case Rack 2U 
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2.2. フロントパネルとメインの機能 
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1) INPUT/SAT MODE：このノブには2つの機能があります。 

• コンプレッサーへの入力シグナルのレベルを決定します。 

• ノブを押すことでサチュレーションモードの有効/無効を切り替えます。 

2) MIX：DRY / WET シグナルのミックスバランスを調整します。 

3) OUTPUT ： コンプレッサーの出力レベルを決定します。 

4) ATTACK ： アタックタイムを20μsから20msまでで設定します。ノブを時計回りに最大にすると最速のアタック、反

時計回りに最大にすると最遅のアタックになります。 

5) RELEASE：リリース時間を50msから1100msで設定します。ノブを時計回りに最大にすると最速、反時計回りに最

大にすると最遅になります。 

6) VU IN Metering：処理前の入力信号レベルを表示（-10dBu～+24dBu）。 

7) Gain Reduction Meter：適用されたゲインリダクション量を表示（注：サチュレーションモード作動時、また

はレシオオフ時は非表示）。 

8) VU OUTPUT Metering：出力信号レベルを表示（-10dBu～+24dBu）。 

9) A/B ：2つの異なる設定を比較するために使用できる、内部プリセットメモリーボタンです。 

10) SC Filter EQ：2つの独立したサイドチェインEQセクションをコントロールします。 

• ハイパスフィルター（HPF）： ウェット信号に適用される高調波歪みを制御可能。OFF/60/90/150Hzで切

り替え可能。 

• ハイパスフィルター（HPF）：高域を抑制し中高域を強調することでトップエンドを調整可能。

OFF/2k/5k/10kHzで切り替え可能。 

11) THD/SAT MODE：信号に倍音を加えることができます。 

• 設定オプション：OFF/LOW/MID/HIGH   

• 本ボタンを長押しすることで、サチュレーションモードの有効/無効を切り替えます。 

• 注意： サチュレーションモード作動時は、サイドチェーンフィルター、アタック/リリース/レシオ制御、ゲ

インリダクションメーターが無効化されます。 

12) Side Chain Link：ステレオまたはデュアルモノ動作用のディテクター間のリンクを有効/無効にします。 

13) BYPASS：バイパススイッチ。 

14) RATIO：コンプレッションのレシオを2:1、4:1、8:1、12:1、20:1から設定します。すべての比率を選択解除する

ことでコンプレッションを無効にできます。複数のレシオを組み合わせることも可能です。その場合はレシオを同時に

押すか、1つのレシオを長押ししながら他のレシオを押します。 

15) POWER Toggle (POWER) ：本機の電源をオン/オフします。 
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2.3. リアパネル 
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1) Voltage Selector：ユニットの動作電圧を115V（60Hz）と230V（50Hz）の間で切り替えること

で、異なる電気規格に対応することができます。損傷を防ぐために、選択した電圧設定に適したヒューズ

を使用することが重要です。電圧セレクターを変更する前に、必ず適切なヒューズに交換してください。

適切な設定が不明な場合は、本機の電源を投入する前にアンブレラカンパニーまでお問い合わせくださ

い。 

2) AC電源ソケット：電源ケーブルで主電源と接続します。ソケットは機器が安全かつ効率的に給電され

るよう、地域の電気規格に対応した特定の電源コードタイプに対応するよう設計されています。 

 

デジタル制御用の接続ポート  

3) USB：GCon管理用のUSB2+互換ポートです。 

4) Ethernet：UDPプロトコル（単一サブネット内のLAN）を使用したGCon管理用のイーサネットポートで

す。 

アクティブにできるのはいずれか1つの接続タイプのみであることに注意してください。Ethernet接続を使

用する場合はUSBケーブルが接続されていないことを確認してください。 

 

5) SIGNAL CONNECTORS 

1. XLR IN：各チャンネルの音声シグナル入力です。 

2. XLR OUT：各チャンネルの音声シグナル出力です。 

6) シリアルナンバー 

 

2.4. オーディオ信号の接続について 

ng78はアナログ信号処理の温かみと豊かさと、デジタル制御の精度と柔軟性を融合させた最先端のデバイスです。オ

ーディオシグナルパスはピュアアナログでありながら、広範な機能や各パラメータはデジタル管理プロトコルを通じ

て緻密に調整可能です。各チャンネルの入力と出力はXLRソケットを介して行われ、高品質で干渉のないオーディオ

伝送を保証します。 
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3. アナログプロセッシング 

この章では、ng78のアナログプロセッシングについて詳細に説明します。 

 

3.1. シグナルフロー 

下記のダイアグラムはng78のシグナルフローを示しています。 
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3.2. サイドチェインEQ 

ng78はサイドチェイン回路内に2つの独立したEQセクションを備えています： 

• ハイパスフィルター（HPF）： 60Hz、90Hz、150Hz（6dB/オクターブ） – 低周波成分に対するコンプレ

ッサーの反応を抑制し、ソースのパンチ感と明瞭さを維持します。 

• ハイシェルフフィルター： 2kHz、5kHz、10kHz（6dB/オクターブ） – サイドチェイン内の高周波成分を

強調し、コンプレッサーがトレブルにより強く反応するようにします。選択した設定によっては、全体的な

音色がやや暗くなる場合があります。 

これらのフィルターにより、コンプレッサーが各周波数帯域にどのように反応するかを精密に制御でき、あらゆる音

源に合わせたダイナミクスシェイピングを実現します。 

3.3. THD – Total Harmonic Distortion 

ng78のTHD回路はFETコンプレッション回路を活用し、オーディオ信号に加えられる倍音成分を制御します。この回

路は奇数次倍音を強調し、FETコンプレッサー特有のクラシックな音色変化を生み出します。ng78は3段階のTHDレ

ベル（Low、Mid、High）を選択可能で、倍音の強さを柔軟に調整できます。Lowでは微妙な倍音が加わり、穏やか

な温かみとわずかな音色変化を加えます。Mid設定では倍音成分が増加し、ダイナミクスに大きな影響を与えずにキャ

ラクターと存在感を加えます。High設定ではより顕著な効果が得られ、よりアグレッシブかつクリエイティブな処理

に適した豊かなサチュレーションを生み出します。 

THDは標準のコンプレッションコントロールとは独立して動作するため、コンプレッションと倍音の強調を組み合わ

せて使用することも、単独で使用することも可能です。この効果は完全にアナログで、FET回路のもつ原音への忠実

さと速度を維持しながら、個々のチャンネルへ音楽的な色付けを加えることができます。 
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3.4. サチュレーションモード 

サチュレーションモード（SAT MODE）は入力オーディオ信号ではなく、内部DACが生成する高周波正弦波（25kHz

以上）によってコンプレッションサイドチェインがトリガーされる独自の動作モードです。これにより通常約10dBの

ゲインリダクションという固定のコンプレッションレベルが確立され、FETコンプレッサー特有のハーモニックディ

ストーションを生成し、THD回路の特性を最大限に活用することが可能となります。 

このモードでは、INPUTとOUTPUTのコントロールがDRIVEノブを介して逆方向に連動します：DRIVEを最大に設定

するとINPUTは最大値、OUTPUTは最小値となり、逆も同様です。この構成により、FET回路を強く駆動することで

生じる歪をよりコントロールされた方法で制御できます。DRIVEはクリッピング発生までユニティゲインを維持する

よう設計されており、これにより信号のピークレベルは低下する一方、RMSレベルは上昇する可能性があります。出

力の微調整には、TRIMコントロールで約-8dBから+8dBの範囲で調整が可能です。 

注：サチュレーションモードが有効な場合、アタック、リリース、サイドチェーンフィルター、レシオ、ゲインリダ

クションメーターリングコントロールは無効になります。 
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4. ソフトウェアセットアップ 

WesAudioのソフトウェアパッケージは、対応するハードウェアユニットのすべての購入者がダウンロ

ードできます。 https://www.wesaudio.com/download . 

 

提供されたリンクを参照して、サポートされているプラグインタイプとプラットフォームに関する情報をご覧ください。 

 

4.1. インストールの手順 

WesAudioソフトウェアパッケージのインストールを開始するには、http://www.wesaudio.com/download にアク

セスし、最新バージョンのソフトウェアをダウンロードしてください。 

 

4.1.1. Windowsの場合 

• インストール前: インストールを開始する前に、すべてのWesAudioデバイスがコンピューターから切

断されていることを確認してください。 

• USBドライバのインストール: USBドライバーをインストールすると、通知が表示され、すべての

WesAudioデバイスを接続するよう指示されます。指示に従ってデバイスを接続してください。 

• コンピューターの再起動: USBドライバーのインストールには、コンピューターの再起動が必要にな

る場合があります。再起動は一般的に面倒ですが、USBドライバーの正常なインストールを確実にするた

めに重要なステップです。 

• 再起動後: 再起動後、インストーラーは自動的に再開するはずです。インストーラーが自動的に再開し

ない場合は、同じインストーラーを手動で再度開き、プロセスを続行してください。 

 

4.1.2. OSXの場合 

https://www.wesaudio.com/download
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OSXアーキテクチャのシンプルな性質とUSBデバイスの扱いにより、インストールプロセスを開始する前にすべての

デバイスが接続されていることを確認することが主な考慮事項です。インストーラーアプリケーションを開始する

と、インストーラーに関するシステム警告が表示される場合があります。そのような場合は、これらの警告を無視し

てください。必要に応じて、'Option'キー（または右クリック）をクリックしてコンテキストメニューにアクセスし、

再度インストールプロセスを開始できます。
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4.1.3. トラブルシューティング 

インストールプロセス中に問題が発生した場合は、support@wesaudio.com までお問い合わせください。迅速にサ

ポートいたします。以下は、よくある問題とそれを診断するのに役立つ提案です： 

• Q：プラグインのドロップダウンメニューでデバイスが見つかりません 

o この問題は複数の原因に起因する可能性があります。Windowsの場合、重要なステップは、

USBデバイスがシステムレベルで正常に認識されていることを確認することです。"Control 

Panel -> System -> Device Manager." 

o Windowsを使用している場合の注意点: USBドライバーのインストールは、ハードウェアユニ

ットがソフトウェアと通信するために必須です。このステップは、初回のインストール時にのみ

必須です。ドライバーのインストールオプションは、その後のソフトウェアの更新では自動的に

無効になります。 
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4.2. GCon Manager 

TGCon Managerは、互換性のあるデバイス全体の構成管理を目的とした多目的なアプリケーションです。次の場所

にあります。 

• MacOSXの場合："/Applications/WesAudio/GConManager"でアクセスできます。 

• Windowsの場合：インストールフェーズ中に選択したフォルダー内で見つけることができ、通常はデフ

ォルトで "c:/Program Files x86/WesAudio/GConManager.exe" です。 

主な機能： 

• ファームウェアの更新：デバイスのファームウェアを最新バージョンに簡単にアップグレードできま

す。 

• 構成設定：IPアドレスの構成など、ユニットの設定を必要に応じて変更できます。 

• 診断：ユニットが正常に機能していることを確認するための診断テストを実行できます。 

• 外部コントローラーの設定：ngLevelerなどの外部コントローラーを設定できます。 

• スタンドアロン動作：DAW（デジタルオーディオワークステーション）を必要とせずに、ユニットを直

接制御できます。 
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4.3. ファームウェアバージョンの確認方法 

各デバイスは、ファームウェアバージョンをワークステーションに通知し、ホストアプリケーションと接続されたデ

バイスとの互換性を確立します。ファームウェアの確認やアップグレードを行うには、GConManager _CONFIGアプ

リケーションを使用してください。また、デバイスのLCDスクリーンには、起動直後にファームウェアバージョンが

表示されます。 
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4.4. ファームウェアアップデートの方法 

ファームウェアを更新するには、GConManagerのUPGRADEセクションに移動し、「start」ボタンを押してくださ

い。これにより、現在のホストソフトウェアの最新バージョンと一致していないモジュールの更新プロセスが開始さ

れます。 
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4.5. GConとの接続のセットアップ 

この章では、設定構成と構成の主要なステップについて詳細に説明します。 

オーディオ信号はXLRコネクタを介して送信する必要があることに注意してください。 USBポートとEthernetポート

は、GConプロトコルを使用してユニットの設定を管理するためにのみ設計されています。 

大まかに言えば、ng78は次の2種類の接続をサポートしています。 

・USB 2.0以上。 

・ 単一のサブネット内でLAN用のUDPプロトコルを利用するEthernet 10/100。 
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4.5.1. USB 

ng78ユニットをワークステーションに直接接続するには、USBケーブルを使用してそれをコンピューターが利用可能

なUSB 2.0以上のポートに接続してください。 

 

 

 



WESAUDIO 
3/25/24 

NG78 USER MANUAL REV1 

24 

 

 

4.5.2. Ethernet 

ng78は、他のネットワーク対応デバイスと同様に、以下の方法でワークステーションとの接続に柔軟性を提供しま

す： 

• Local Area Network (LAN) Connection：ng78をLANに統合することで、ネットワーク内のさま

ざまなデバイスからアクセスできるようになり、スタジオ環境内での柔軟な配置と使用が可能になります。 

• Direct Workstation Connection：簡単なセットアップのために、ng78を直接ワークステーショ

ンに接続できます。この方法は、ネットワークの複雑さを排除したシンプルな1対1の構成に最適です。 

特定のシナリオでは、適切な通信と機能を確保するために、ワークステーションとng78の両方に手動でIPアドレスを

割り当てる必要がある場合があります。以下は、ローカルエリアネットワーク内での典型的なセットアップを示し、

さまざまなデバイスがng78の機能を利用する方法を示しています： 

 

 

 

(*)ng78を既存のネットワークに参加させたい場合、おそらくワークステーションは既に静的構成エントリーを介

してIPアドレスが設定されているか、またはDHCP（ルーターによる）で設定されています 
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4.5.3. デフォルトのネットワーク設定（DHCP） 

各ng78ユニットはデフォルトでDHCPを使用するように設定されており、ng78をルーターに接続するのは簡単です。

単に差し込んで、設定完了です！このセットアップを変更したい場合、次の章では設定の変更方法を案内します。デ

バイスに静的IPアドレスを割り当てるには、次の2つの重要な手順を踏む必要があります： 

1. DHCPの無効化：これにより、デバイスがネットワークから自動的にIPアドレスを取得しないようにし、静的IPア

ドレスの手動設定が可能になります。 

2. 静的IPアドレスの構成：DHCPが無効になったら、特定の変更のないIPアドレスをデバイスに割り当てることがで

きます。 

これらの手順の詳細な説明は、後続の章で提供されます。
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4.5.4. DHCPの有効化/無効化 

ng78ユニットのDHCP設定を有効または無効に切り替えるには、次の手順に従ってください： 

1. USB Connection:USBケーブルを使用してng78を直接ワークステーションに接続します。ネットワーク構成の変

更はデバイスとの接続が失われる可能性があるため、この手順は重要です。直接のUSB接続は再構成のフォールバッ

クとして残ります。 

2. Launch GConManager:GConManagerソフトウェアを起動し、_CONFIGアプリケーションに移動します。 

3. Select Your Device:GConManager内で、左側の要素ツリーに表示されるリストからng78を見つけて選択しま

す。 

4. Adjust DHCP Setting: DHCPオプションを調整して、自動IPアドレス割り当ての場合は「ON」に、静的IP構成

の場合は「OFF」にします。この調整後、ユニットは再起動され、その後、ng78への接続が自動的に再確立されるは

ずです。 

 

USB接続からEthernet接続に移行する前にng78に適切なIPアドレスを設定することが重要です。この設定に

より、デバイスとネットワーク間のシームレスな通信が確保されます。次の章では、正しいIP設定を確立する

プロセスを説明します。
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4.5.5. 静的IPアドレスの設定 

ng78のIPアドレスを手動で設定する必要がある場合は、次のような状況があります： 

• DHCPをサポートしていないルーター：ルーターがDHCPをサポートしていない場合、ng78がネットワークに接続

できるようにするためにIPアドレスを手動で設定する必要があります。 

• 手動で構成されたLAN：ハードウェアスイッチなどで手動で構成されたネットワークの場合、ng78はネットワーク

の設定に合わせて手動でIPを設定する必要があります。 

• ワークステーションへの直接接続：ng78をワークステーションのEthernetポートに直接接続する場合、デバイスが

コンピューターと効果的に通信するためには、手動でIPを設定する必要があります。 

 

ng78のIPアドレスを設定する手順は、他のデバイスの設定と似ていますが、デバイス固有の手順にわずかな調整が加

えられています。以下がその方法です： 

• USB接続：まず、USBケーブルを使用してng78を直接ワークステーションに接続します。（既にEthernetケーブル

を使用してng78に接続し、その設定にアクセスできる場合は、この手順は必要ありません）。 

• GConManagerの起動：コンピューター上でGConManagerソフトウェアを開き、「_CONFIG」アプリケーション

に進みます。 

• デバイスの選択：画面左側のデバイスリストから、ng78ユニットを選択します。 

• DHCP設定の調整：DHCPオプションが有効になっている場合（「ON」）、それを「OFF」に変更します。これに

より、ユニットが再起動されますが、再接続は自動的に再確立されます。 

• IPアドレスの設定：提供されるフィールドにng78に割り当てるIPアドレスを入力し、「適用」ボタンを押します。

ユニットは新しいネットワーク設定を適用するために再起動されます。再起動後、新しいIP設定に基づいてng78との

接続が再確立されます。 

• IPアドレスを正常に設定した後、ng78からUSBケーブルを取り外し、Ethernetケーブルを使用してネットワークに

接続します。これにより、新しい設定が適用され、ネットワークを介した通信と制御が可能になります。
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4.5.6. PC/MACへ直接接続を行う場合のIPアドレスの設定方法 

以下は、MacまたはPCをEthernet経由で直接ng78に接続するための手順です。シームレスな通信を確保するため

に、以下の簡潔なチュートリアルを参照してください： 

MacおよびPCの両方に対して 

ステップ1：機器の準備 

• 標準のEthernetケーブルを用意してください。 

• ng78を接続する前に、電源を切っておいてください。 

ステップ2：Ethernetケーブルの接続 

• Ethernetケーブルの一端をng78のEthernetポートに挿入します。 
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• Ethernetケーブルの他端をMacまたはPCのEthernetポートに接続します。 

 

Macの場合 

ステップ3：ネットワーク設定の構成 

• システム環境設定 > ネットワークに移動します。 

• 左側のリストからEthernet接続を選択します。すでに構成されていない場合、新しい接続とし

て表示され、緑の点が表示され、「接続済み」と表示される場合があります。 

• 「詳細」ボタンをクリックし、TCP/IPタブに移動します。 

• IPv4の設定を「手動」または「DHCPで手動アドレスを使用」に構成します。 

• 「手動」を選択した場合、ng78のネットワーク設定に一致するIPアドレスを入力します。 

• 設定を保存するために「OK」、次に「適用」をクリックします。 

 

PC（Windows 10/11）の場合 

ステップ3：ネットワーク設定の構成 

• 設定 > ネットワークとインターネット > Ethernetに移動します。 

• Ethernet接続をクリックします。 

• IP割り当ての下で「編集」を選択します。 

• 「手動」を選択し、IPv4を有効にします。その後、ng78のネットワーク設定に基づいてIPアド

レス、サブネットマスク、ゲートウェイを入力します。 

• 設定が完了したら、「保存」をクリックします。 
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最終ステップ（MacおよびPC共通） 

• ng78の電源を入れます。 

• ng78をEthernet経由で操作するための必要なソフトウェアやドライバがコンピュータにインス

トールされていることを確認してください。 

• 必要に応じて、ng78のネットワーク設定を調整し、コンピュータのネットワーク構成と互換性

があることを確認します。これには、ng78に静的IPアドレスを設定し、コンピュータのサブネットと同じサブネッ

トに配置し、DHCPの範囲外に置いてIPの競合を避ける必要があります。 

 

これで、Ethernet経由でng78とコンピュータの間で直接通信できるようになりました。これにより、ル

ーターやネットワークスイッチなしで、デバイスの管理と制御が可能になります。 
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5. デジタルコントロール/リコール 

この章では、ng78を管理し設定を自動化するためのオプションについて掘り下げます。ng78のオートメーション機

能の要となるのは、全ての一般的な形式で利用可能なプラグインを介したデジタルオーディオワークステーション

（DAW）との統合です。このハードウェアとデジタルソフトウェアのシームレスな融合は、幅広い創造的な可能性を

開き、ワークフローの効率を向上させます。 

DAWプラグイン制御： 

DAWプラグイン制御は、アナログとデジタルの間の壁を取り払い、ユーザーがDAWからハードウェアの設定を直接

操作できるようにします。プロデューサーやエンジニアが機材とやり取りする方法を変える革新的な機能です。 

 

DAWプラグイン制御の利点： 

•精度とリコール：セッションの設定を正確に記憶できる能力は非常に重要であり、ハードウェアを手動で再構成する

必要なく、ミックスを再度見直したり変更したりできます。この機能は、複数のプロジェクトで作業している人や、

セッション間での一貫性を維持する必要がある人にとって重要です。 

•オートメーション機能：DAWとの統合により、デジタル環境内でng78のすべてのパラメータを自動化できます。こ

の機能により、時間の経過とともに設定が動的に変化し、トラックに動きと活力を注入することができます。 

•ワークフローの効率化：ハードウェアユニットの設定を手動で調整することは面倒であり、特に複雑なセットアップ

ではさらに困難です。DAWプラグイン制御はこのプロセスを簡略化し、ユニットとの物理的なやり取りなしに素早い

変更やA/B比較を容易にします。これにより、製作プロセスが合理化されます。 

•創造的な可能性の拡大：アナログの温かみとデジタルコントロールの柔軟性を結びつけることで、創造的なスペクト

ルが広がります。 

•アクセシビリティ：DAWプラグインからのコントロールにより、ワークステーションからng78の機能を完全にアク

セスおよび調整できるようになります。これは、ハードウェアに直接アクセスできない場合など、スペースの制約や

その他の制約を持つ人々にとって利点となります。 

ng78のDAWプラグイン統合は、豊かなアナログサウンドクオリティをデジタル制御の精度と柔軟性と融合させま

す。これにより、ng78の機能が拡張されるだけでなく、伝統的なアナログセットアップでのミュージックプロダクシ

ョンのプロセスが向上し、前例のない制御と柔軟性が提供されます。 
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5.1. DAWプラグイン 

ng78プラグインは、ユニットのすべてのパラメータに包括的な制御を提供し、どんなデジタルオーディオワークステ

ーション（DAW）環境にもシームレスに統合されるよう設計されています。汎用性と利便性を重視しており、

VST2、VST3、AU（オーディオユニット）、およびAAXを含むすべての一般的なプラグイン規格をサポートしていま

す。幅広いソフトウェアプラットフォームと互換性があります。 
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5.1.1. Pluginの構成 
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各コントロールの詳細な説明と機能については、「フロントパネルと主な機能」の章を参照してください。このセク

ションではユニット上でパラメータを調整する場合でも、プラグイン経由で操作する場合でも共通するような、ng78

を操作する方法について解説します。 

1) Plot：ゲインリダクショングラフ表示のオン/オフを切り替え、コンプレッションの経時変化を視覚的にモニタリングし

ます。詳細は「プロット機能」の章を参照してください。 

2) Previous Preset：プリセットデータベースから前のプリセットを読み込みます。 

3) Next Preset：プリセットデータベースから次のプリセットを読み込みます。 

4) プリセット名 ：現在使用中または編集中のプリセット名。特定の設定を簡単に呼び出したり共有したりできます。 

5) プリセットセレクター：プリセットの選択、表示、削除が可能です。 

6) プリセット保存：現在選択中のプリセットを保存します。 

7) プリセット別名保存：名前とプリセットの詳細を指定して、現在の設定をプリセットとして保存します。 

8) プリセット情報：現在読み込まれているプリセットの詳細を表示します。 

9) メニュー  

• サイズ変更：GUIサイズを調整します（75%/100%/125%/150%/175%/200%）。異なる画面サイズやユ

ーザーの好みに応じます。 

• パラメータをデフォルトにリセット：すべてのプラグインパラメータをデフォルト状態にリセットします。 

• GUI設定を保存：現在のGUI設定を保存し、新しいプラグインインスタンスが毎回同じサイズとスケーリン

グ設定で開くようにします。 

• GUI設定のクリア：プラグインサイズ、FFT、プロット描画に関する情報をファイルから消去します。この機

能はプラグインGUIをデフォルト設定にリセットするものではなく、新規プラグインインスタンスで使用され

る保存済み設定を消去するだけです。 

• 現在インストールされているプラグインのバージョンを表示します。 

10) ゲインリダクショングラフ：信号に適用されているリアルタイムのゲインリダクションを表示し、ユーザーがコ

ンプレッションの設定を監視・調整して精密なダイナミックコントロールを実現するのに役立ちます。 

11) 入力：入力ゲインを調整し、処理前の入力信号レベルを制御します。これによりコンプレッションに最適な信号レベ

ルを確保します。 

12) ダイナミックリンク：入力と出力コントロールを連動させます。調整時に両パラメータが逆方向に変化します（入

力増加→出力減少、逆も同様）。詳細は「自動パラメータ連動機能」の章を参照してください。 

13) 出力：出力ゲインを調整し、コンプレッションによるレベル低下を補正。一貫した音量を確保します。 

14) アタック：スレッショルドを超える信号へのコンプレッサー/リミッターの反応速度を設定。トランジェントを捕捉

する強さに影響します。 

15) MIX：WET信号とDRY信号のバランスを調整。パラレルコンプレッションやエフェクトのブレンドを可能にします。 

16) リリース：入力信号がスレッショルドを下回った後、プロセッサーがゲインリダクションを解放する速度を制御し、

コンプレッションの滑らかさやパンチ感に影響を与えます。 

17) 入力メーター：入力メーターは、-10dBuから+24dBuまでのアナログスケールを用いて、両ハードウェアチャンネ
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ルの入力レベルを視覚的に表示します。この機能により、ng78への入力信号強度を直感的かつ正確に監視でき、最適な

音質を得るためのレベルを維持できます。 

18) ゲインリダクションメーター：信号に適用されているゲインリダクション量を表示し、コンプレッションやリミ

ッティングの監視に役立ちます。 

19) 出力メーター：出力メーターは、-10dBuから+24dBuまでのアナログスケールを用いて、両ハードウェアチャンネ

ルの出力レベルを視覚的に表示します。この機能により、ユーザーはng78から出力される信号強度を直感的かつ正確に

監視でき、最高の音質を得るためにレベルを最適な範囲内に保つことが保証されます。 

20) SCフィルター：サイドチェイン経路に2つの独立したフィルターを提供し、入力信号に対するコンプレッサーの応

答を周波数で精密に制御可能。 

• ハイパスフィルター（HPF）：低周波成分がコンプレッションをトリガーするのを排除し、低音主体の素材

へのコンプレッサーの反応を防止。選択可能周波数：OFF/60/90/150Hz。 

• ハイシェルフフィルター： サイドチェイン内の高周波成分を強調し、トランジェントや明るさに対するコン

プレッサーの応答性を高めます。選択可能な周波数：OFF/2k/5k/10kHz。 

21) THD：ハーモニックディストーションのレベルを切り替え（OFF/LOW/MED/HIGH）。 

22) サチュレーションモード：サチュレーションのオン/オフを切り替え。 

23) レシオ：信号がスレッショルドを超えた際に適用されるコンプレッション量を設定し、入力信号の減衰量を決定。

2:1、4:1、8:1、12:1、20:1からで切り替え。 

24) RATIO Hold/Toggle：レシオボタンの動作を制御します。有効時（デフォルト）は、レシオを選択すると前回

選択したレシオが無効化され、一度に1つのレシオのみ有効になります。無効時はレシオボタンが独立して動作し、複数

のレシオを同時に有効にできます。 

25) 全選択：すべてのレシオボタンを同時に有効化します。 

26) コピー：現在のパラメータ状態をコピーできます。 

27) 貼り付け：現在のパラメータ状態を貼り付けます。 

28) 接続切り替えボタン：このボタンで接続状態をON/OFF切替えます。「接続選択ボタン」で接続IDが選択されてい

る場合にのみ機能します。 

29) 接続選択ボタン：ng78プラグイン内のこのボタンは、GConプロトコル対応デバイスとの接続確立・管理のゲート

ウェイとして機能します。制御対象のハードウェアユニットを識別・選択するプロセスを簡素化し、プラグインと物理

デバイス間のシームレスな統合を実現するユーザーフレンドリーなインターフェースを提供します。接続開始時には、

接続状態を以下のように表示します 

• USB：このラベルはUSB経由で確立された接続を示し、ハードウェアユニットとワークステーション間の直

接接続を提供します。 

• ETH：このラベルはイーサネット接続を示し、ネットワーク経由での接続が可能であることを示し、より柔

軟な設定オプションを実現します。 

• 接続ID：接続されたハードウェアユニットの固有識別子が表示され、複数デバイスの識別と管理を容易にし

ます。このIDと共に、接続状態が視覚的に示され、現在の状態をユーザーに伝えます： 

• ON：白色の太字フォントは接続成功を示し、プラグインとハードウェアユニット間の通信が有効であること

を示します。 
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• OFF：接続が確立されていない状態を示し、切断や通信を妨げる問題があることをユーザーに警告します。 

• 接続中：接続確立プロセスを表すために斜体の灰色フォントが使用されます。この状態が長時間（5秒以上）

継続し接続が成功しない場合、トラブルシューティングやサポート相談が必要な問題が発生している可能性

があります。 

30) 取り消し：ng78プラグインの取り消し機能により、ユーザーは直近の変更前の状態に戻すことができます。この機

能は、設定に永続的な影響を与えることなく、誤りを素早く修正したり変更点を再評価したりするために不可欠です。 

31) 再実行：元に戻す操作の後、再実行機能によりユーザーは取り消した直前の変更を再適用できます。この機能によ

り、ユーザーが満足するまでいかなる調整も最終決定とならず、設定調整にさらなる柔軟性を提供します。 

32) 設定バンク：各バンクに3つの設定を格納する設定バンク間の切り替えを行います。セッション内や楽曲内のユニッ

ト設定変更を自動化する機能をサポートします。 

33) プリセット高速切り替え (A/B/C)：接続IDなどの接続関連パラメータに影響を与えずに、設定A/B/Cを素早

く切り替えます。 

34) バイパス：ハードウェアユニットのバイパス機能を有効/無効にします。 

35) リンクディテクター：左右チャンネルディテクター間のリンクを有効／無効にします。有効時は両チャンネルが同

一サイドチェイン信号を共有し、コンプレッション特性を一致させステレオバランスを維持します。無効時は各チャン

ネルが独立動作し、クリエイティブ処理やデュアルモノ処理向けに左右で異なるコンプレッション特性を適用可能で

す。 

36) リサイズ：インターフェースの表示サイズまたはレイアウトを調整します。 
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5.1.2. Pluginの構成（サチュレーションモード） 
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1) サチュレーショングラフ：信号に適用されるサチュレーション量をリアルタイムで表示します。 

2) ドライブ：サチュレーション量を調整し、上げるとハーモニックディストーションが増加します。 

3) トリム：サチュレーション後の音量を一貫させるため、出力レベルを調整します。 

4) MIX：DRY信号とWET信号のバランスを調整。 

5) THD：ハーモニックディストーションのレベルを切り替え（OFF/LOW/MED/HIGH）。 

6) サチュレーションモード：サチュレーションモードのオン/オフを切り替えます。
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6. その他の機能 

6.1. 内部メモリのマネージメント 

ng78におけるパラメーター保存に関して:  

- ng78のユニットには、A/Bボタンで選択可能な2つの独立したクイックアクセスプリセットを保存可能です。   

- プラグインでは無制限に設定を保存することができます。プラグイン内の各プリセットでは、バンクIDごとに

A/B/Cとラベル付けされた3つの設定を即座に切り替えることができます。 

6.1.1. 接続時の同期処理 

DAWに新規プラグインインスタンスをロードすると、初期設定状態で変更パラメータは存在しません。接続IDを設定

してハードウェアユニットとの接続を確立すると、プラグインはハードウェアから現在のパラメータ状態（利用可能

なクイック設定プリセットを含む）をダウンロードします。例えば、プラグインがデフォルト状態の時にng78プラグ

インとng78ハードウェアの接続が確立されると、A/Bプリセットを含む全てのパラメータ状態がプラグインにダウン

ロードされます。 

6.1.2. プリセットバンク機能 

プリセットバンク機能により、異なるパラメータ状態を設定可能となり、追加のパラメータ設定（A/B/C）による柔

軟な使用を実現します。複数のメモリバンクを持つことは、同一セッション内で複数の楽曲をミキシングする際に特

に有益です。メモリバンクパラメータはDAW内で自動化可能であり、セッション内の様々なセクション間や単一セッ

ション内の異なる楽曲間で異なる設定を維持するのに役立ちます。この機能は、複数の楽曲を1つのセッションで処理

することが多いマスタリング段階で特に有用です。 
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6.2. プロット機能 

ng78のプロット機能では、ユニットに適用されるゲインリダクションや通過する入力/出力信号の表示を切り替える

ことができます。プロットアイコンをクリックするだけで機能を簡単に有効/無効にでき、ダイナミックな変化をリア

ルタイムで可視化する柔軟性を提供します。この表示はコンプレッションや信号の流れを直感的に監視する手段とな

り、最適なパフォーマンスを得るための微調整に即座のフィードバックを提供します。ゲインリダクションがサウン

ドに与える影響を明確に把握したい場合でも、入力/出力信号のレベルを追跡したい場合でも、プロット機能は精度と

簡便さでワークフローを強化します。 
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6.3. 内部メモリのマネージメント 

ダイナミックリンクは、関連するパラメーターを協調的に連動させるハードウェアベースの機能であり、滑らかで一

貫した制御を保証します。 

ng78ではダイナミックリンク機能が入力と出力のコントロールを接続し、コンプレッション中も信号レベルの一貫性

を維持します。有効時には両パラメーターが逆方向に連動し、入力レベルを上げると出力レベルが自動的に下がり、

その逆も同様です。 

この動作により、スムーズなゲインステージングが保証され、全体の音量に急激な変化を生じさせることなく、コン

プレッサーをより強くドライブすることが可能になります。この連動機能は、ドライブと出力レベルのバランスを迅

速かつ直感的に調整する手段を提供し、コンプレッションの調整中も一貫した音量と音色特性を維持します。 
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6.3.1. A/B/Cボタンでの高速なプリセット 

ダイナミックリンクを有効にするには、GCon Manager _CONFIGアプリケーションを開きます。自動パラメータリ

ンクオプションを探し、ONに設定するとパラメータの自動リンクが有効になり、OFFに設定すると機能を無効にしま

す。 

自動パラメータリンクが有効な場合、ハードウェア上で2つのエンコーダーを同時にタッチすると、それらの間にダイ

ナミックリンクが作動します。リンク後は、いずれかのコントロールを調整するとパラメータが逆方向に移動し、信

号レベルの関係性を一貫して維持します。 

このオプションをOFFに設定すると、ダイナミックリンク機能はハードウェア上のエンコーダータッチには反応しま

せんが、プラグイン内では引き続き利用可能で完全に機能し、GUIウィジェットを通じてアクセスできます。 

 

 

. 
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7. 略語と用語 

GConは、アナログデバイスの完全な管理とリコールを可能にするために開発された高速通信プロトコルです。重要

な点として、GConはデバイスの制御と管理にのみ焦点を当てており、オーディオ信号の転送をサポートしていませ

ん。このプロトコルは、アナログの暖かさとデジタルの利便性の間のギャップを埋めるのに重要であり、音質や制御

の柔軟性を損なうことなく、両方の世界の利点を享受できます。 
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8. 保証 

WesAudio製品は日本国内の正規品について弊社の保証書が同梱されています。
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